










要約 

人口動態統計(昭和 50 年～61 年)を用い,乳児期の脳血管疾患死亡(死因統計基本分類 430

～438)について,全死因による乳児死亡と比較しながら年次推移等を比較検討した。昭和

52 年以前では生後 4 週以降 2 ヵ月未満の時期に脳血管疾患による死亡が多く認められ,生

後 1週以後では年代を下る毎に死亡数が減少する傾向が認められた。この時期の脳血管疾

患による死亡は,全死因による死亡の減少の程度以上に毎年減少してきており,特に昭和

56 年以降はこの傾向が顕著であった。 


